2010年6月26日
薬学から食品、そして環境へ
－これからの社会での生き方、活き方について－
三原　翠(15期)
１．職歴


薬学部卒業(薬剤師資格取得)⇒国家公務員研究職、16年後家庭の事情で退官（薬学博士取得）⇒海外での専業主婦（士農工商の世界での士から商の妻）⇒3年半後帰国、職探し⇒半年後美容学校薬剤師講師(時間講師)⇒5年後学校閉鎖⇒食品会社就職、9年後管理職定年で出向（ISO14001審査員資格取得）⇒認証機関契約社員(ISO審査員として7年間)⇒エムエポックコンサルティング㈱設立現在に至る。
以上の職歴からの教訓：

フルタイムの仕事は、お金をもらって勉強が出来るところ、契約の仕事は自分の持っているものを使うだけ、切り売りしている様な感じ。勿論、少しは学べますが。(太字がフルタイム勤務と資格)
２．大学について


・大学は基礎を学ぶだけ、社会に出てからが本当の勉強、一生勉強。勉強とは、知的好奇心を
満たすこと。

・大学までの教育、即ち、高校、中学の勉強は、大人になってからの常識。

・大学で物理を学ばない人は、高校でしっかり物理の基礎を学ぶ事。科学の理解の基礎の多く
は、物理です。


・無駄な勉強、無駄な経験は、何もない。でも、勉強は、暗記だけでなく、必ずその内容を納
得出来ることが大事。納得できなければ質問する事。暗記したものは忘れますが、理解した事
は忘れません。
３．仕事について


・仕事は、自己実現を目指す場所。昨日と同じ今日にならないためには、最善の場所。

・方向を間違えずに、一生懸命努力をしていれば、必ず誰かが見ていてくれ、次の道が開ける。


・どんな仕事も深く関わると面白くなる。やりがいを感じる。


・転職は、コネでするもの。広告を見て仕事を探す転職はしない事。(辞めさせられた場合は別)


・与えられた仕事は常に、一段広い視野で見直すように心掛ける。

４．これからの社会での生き方について


１）自分の考えを持つこと：考えの系統樹


①多くの人は、自分の考えを持っていると思っている。しかし、その基礎がどこに


あるかで、その考えの安定性が大きく変わる。


②私の考えの作り方(考えの系統樹の作り方)



私の基礎は、命の大切さ。全ての考えは、そこに行き着いて初めて納得出来る。


暇な時間に、あれこれ考えて、自分の価値観に肉付けをしていく。


年をとるに従い、いろいろな経験が積み重なり、気がつくと系統樹になっていました。


２）マネジメントシステムの考え方（PDCAサイクル）を身につけること


①マネジメントシステムの考え方は、無駄を省き、着実に物事を進め、継続的に改善

していく方法。



②知識ではなく、知恵。


③PDCAとは



Plan(計画)：現状を把握し、法律や道徳、世の中の規範等も考慮して目標を立て、次に

どうやってその目標を達成するかその施策を考え、スケジューリングする事。



Do(実行)：計画を実行する。そのためには、誰もが同じように出来るように手順を定

め、やった事を記録にとる。皆が出来るように教育をしたり、皆のコミュニケーショ

ンをよくしたり、外部からの情報を得たりする。(自分だけの場合は、手順はおぼえて

おけば良いが、記録はとることが必要。)


Check(点検)：記録を確認し、計画通り行われたかを調べ、出来ていない場合は、その

原因を究明し、再発防止策をとる。



Act(見直し)：活動の結果、点検の結果を受け、それらの内容を考慮して、次のより


良い目標を設定する。


こうして、スパイラルに物事を進め(サークルでなく)、継続的に改善を図っていくこと

がマネジメントシステム。


マネジメントシステムは、仕事や勉強だけでなく,自分マネジメントとして自分の希や

夢をかなえるためにも使える。
５．これからの社会での活き方について


これからの社会、皆さんが社会に出る頃の社会で、活き活きと生きるために大学で取得する事。



１)　ITの脳化



脳のIT化ではなく、脳・自分の考え方の中でITを使えるようにする事。


具体的には、自分の仕事をITで効率を上げて処理できる事が必要になる。(ある程度の

ソフトの作成が可能である事が望ましい。)　これはビジネスだけでなく、研究でも、


教育でも、開発でも、多分芸術以外の全ての分野で言えるはずです。


2)　英語



これからの社会は、日本語だけでは暮していけなくなるので、全て英語でも出来る事

が必要です。英語は、英・米語ではなく、世界語になっています。アジアの人とも


英語でコミュニケーションをしていきます。各国の英語があってよいのです。


Japanese Englishで良いのです。
６．終わりに

今まで述べた社会での生き方、活き方のうち、私が出来ていたのは、1番目の自分の考えを持っている事だけで、もし2番目のマネジメントシステムの考え方を知っていたら、研究者であり続けたかもしれません。3番目のITは、年齢の関係で無理でしたが、英語が得意だったら、もっと世界が広がって、仕事も男女差なくチャンスがあったと思います。

でも、今日の述べた4項目のうちで、一番大事なのが、自分の考えを持つことです。これがなくては、何事も成し遂げる事はむつかしいでしょう。

７．私の座右の銘


・楽あれば苦あり、苦あれば楽あり


・幸運の女神に後ろ髪はない


・人生万事塞翁が馬。人生だけでなく、会社も、国もそうです。

８．蛇足


・女性は自分の感情を、言葉に表す努力を、男性は相手を思いやる気持ちと余裕を。


・結婚相手は意外に身近にいるかもしれません。友達を大事にしましょう。

・悪い事が起こったら、これは自分を鍛えるための試練と受止め、乗り越えましょう。


・なんでも、物事には、たくさんの面があります。一面だけで見て、がっかりしたり、失望し
たりしないで、別の面からも見て、希望を見つけましょう。(プラス思考)

・幸運が来たら、しっかり捉まえ、新しい世界に飛び込みましょう。特に女性は、飛び込む勇
気がない人が結構います。これは本当の幸運と見極めたら、飛び込みましょう。


・悪い事が起こったら、友達を連れてこられないように、次に起こりそうな悪い事をすぐ考え、
備えましょう。新聞の三面記事は、とても参考になります。


・働き始めたら、他の人と荒い言葉をかけるような喧嘩をしてはいけません。世の中は意外
に狭く、思いがけない所で足を引っ張られるかもしれません。


・誰にでも挨拶をして、愛想よくしておいて、損はありません。愛想が良いことと、他人の言
いなりになる事はまったく別です。

・自殺をした人は、死の直前で、皆、ものすごく後悔しています。どんな生でも、死より


はるかに、はるかにましです。自殺だけは決してしないようにしましょう。


ご質問、ご意見等、ご遠慮なく下記のメールに下さい。HPにもお寄り下さい。

エムエポックコンサルティング株式会社

http://m-epoch.com/index.html
mihara@w4.dion.ne.jp
1

